
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だいぶ日が伸びてきたけども雪下ろしや運転はまだまだ油断は禁物だなぁ～ 

まだまだ雪いっぺあって春作業の準備にはまだ早えべった～ 

いやまで・・・確定申告 2月 16日からだな．．．あぁやらねねなぁ～ 

春を迎えるにはまだ早いと思っている方・・・いや！もう 2月です！ 

では！春作業に向けた準備や体調管理について 

今月の TAC通信は触れてみたいと思います！ 

１） 「春の二十四節気」と「農業」の関係 

「立春（2/4）」は二十四節気の一年の始まり 

であることは皆さんご存知でしょうか？ 

昔から立春から 88日目にあたる八十八夜を種まきの目安にしていたようです。 

「雨水（2/19）」は一般的には徐々に雪が雨に変わり始めるころと言われています。 

この頃から道具の手入れや苗床を作る春の作業の準備を始めていたようです。 

◆ 先人の知恵を学び習うのも準備の一つかもしれません！ 

２） 春の天候の特徴～実はやっかいな「春一番」と「日本海低気圧」～ 

春に向かうにつれて厄介なのが「春一番」や「日本海低気圧」です。 

「春一番」は、立春から春分までの期間の最初に吹く風速８ｍ/秒以上の南より（東南東 

～西南西）の風のことで、2016年 4月の強風被害も記憶に新しいと思います。 

「日本海低気圧」は１年を通じてありますが、特に春先は低気圧が急速に発達 

しやすい時期で、時には爆弾低気圧となることもあり注意が必要です。 

◆ 春になる前にどんな備えが必要かを考えるのも準備の一つです！ 

3） 冬の疲れは残りやすい・・・元気に春を迎えましょう！ 

冬から春への変わり目は体調不良を起こしやすい時節です。 

春先は「日々の寒暖差」だけでなく、低気圧・高気圧といった「気圧変動も大きい時節」

で「自律神経の乱れ」が起こりやすく体調管理には注意しましょう。 

「花粉症対策や予防」も必要な時期となってきますね．．．花粉症は辛い⤵ 

◆ 元気な体があってこその農業。何よりも「自分の体調管理」からです。 

 「十分な睡眠」 ・ 「栄養価の高い食事」 を心がけましょう！！ 

 

 

 

 
 

 
 



 

農林水産省ホームページ より （平成 17年 6月に厚生労働省と農林水産省が決定） 

厚生労働省ホームページ掲載 

健康づくりのための睡眠指針 2014 （平成 26年 3月厚生労働省健康局）より抜粋 


